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修   正   前 修   正   後 理   由 

第 2章 警報及び予報等の伝達 

第 2節 水防活動の利用に適合する警報及び予報等 

１ 水防活動の利用に適合する警報及び予報 

図表 水防活動用警報・注意報の種類 

水防活動の利用に 

適合する 

警報・注意報 

一般の利用に適合する 

特別警報・警報・注意報 
内          容 

水防活動用 

気象警報 

大雨特別警報 
暴風雨、大雨等によって重大な災害が起こるおそれ

が著しく大きい場合に、その旨を警告して行う予報 

大雨警報 
暴風雨、大雨等によって重大な水害がおそれがある

場合に、その旨を警告して行う予報 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 

風雨、大雨等 

によって水害が起こるおそれがある場合に、その旨

を注意して行う予報 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

洪水によって重大な水害が起こるおそれがある場合

に、その旨を警告して行う予報 

 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

洪水によって水害が起こるおそれがある場合に、そ

の旨を注意して行う予報 

 

 

第 2章 警報及び予報等の伝達 

第 2節 水防活動の利用に適合する警報及び予報等 

１ 水防活動の利用に適合する警報及び予報 

図表 水防活動用警報・注意報の種類 

水防活動の利用に 

適合する 

警報・注意報 

一般の利用に適合する 

特別警報・警報・注意報 
内          容 

水防活動用 

気象警報 

大雨特別警報 

大雨が特に異常であるため重大な災害が発生するお

それが著しく大きいときに発表される。大雨特別警

報には、大雨特別警報（土砂災害）、大雨特別警報（浸

水害）、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）のように、

特に計画すべき事項が明記される。 

大雨警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予

想されたときに、発表される。大雨警報には、大雨警

報（土砂災害）、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂

災害、浸水害）のように、特に計画すべき事項が明記

される。 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 

大雨による水害が発生するおそれがあると予想され

たときに、発表される。 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水

し、重大な災害が発生するおそれがあると予想され

たときに発表される。対象となる重大な災害として、

河川の増水や氾濫、堤防の損傷や決壊による重大な

災害があげられる。 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水

し、災害が発生するおそれがあると予想されたとき

に発表される。 
 

 

 

 

 

 

・気象庁が定めてい

る「地域防災計画へ

の気象庁施策の標

準的な記載例（平成

30 年３月改訂版）」

に基づく修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 気象情報の種類 

気象情報の種類は、次のとおりである。 

  ア 台風に関する気象情報 

  イ 大雨に関する気象情報 

  ウ 記録的短時間大雨情報 

  エ その他、水防活動に密接に関連する気象情報 

 

（1） 地方気象情報、府県気象情報 

   気象情報とは、気象業務法第 11 条及び気象官署予報業務規則第 47 条に 

よる観測成果や予報事項に関する情報で、防災関係機関や住民が円滑な防災 

活動を実施できるよう、公衆の利便を増進することを目的として発表される 

情報 

気象の予報等について、警報・注意報に先立って予告的に注意を喚起する 

  場合や、警報・注意報が発表された後の経過や予想、防災上の注意を補完的

に解説する場合等に発表する情報 

（大雨警報・洪水警報を補足する情報） 

 気象庁は、特別警報、警報、注意報を補足する情報として、大雨警報（浸水害） 

の危険度分布、洪水警報の危険度分布及び流域雨量指数の予想値を発表する。こ 

れらの概要は次のとおりである。 

種  類 内  容 

大雨警報（浸水害） 

の危険度分布 

短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で

1km 四方の領域ごとに 5 段階に色分けして示す情報（常時 10 分毎に

更新） 

洪水警報の 

危険度分布 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びそ

の他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で概ね 1km

ごとに 5 段階に色分けして示す情報（常時 10 分毎に更新） 

流域雨量指数の 

予測値 

水位周知河川及びその他河川の各河川を対象として、上流域での降雨

によって、下流の対象地点の洪水危険度がどれだけ高まっているかを

示した情報。6 時間先までの雨量分布の予測（洪水短時間予報等）を

取り込んで、流域に降った雨が河川に集まり流れ下る量を計算して指

数化した「流域雨量指数」について、洪水警報等の基準への到達状況

に応じて危険度を色分けし時系列で表示した情報（常時 10 分毎に更

新） 

 ２ 気象情報の種類 

気象情報の種類は、次のとおりである。 

(1) 警報級の可能性 

５日先までの警報級の現象の可能性が［高］・［中］の２段階で発表され

る。当日から翌日にかけては時間帯を区切って、天気予報の対象地域と同

じ発表単位で、２日先から５日先にかけては日単位で、週間天気予報の対

象地域と同じ発表単位で発表される。 

(2) 地方気象情報、府県気象情報 

    気象情報とは、気象業務法第 11 条及び気象官署予報業務規則第 47 条 

に明記されているとおり、観測結果や予報事項に関する情報を発表し、防 

災関係機関や住民が円滑な防災活動を実施できるよう、公衆の利便を増進 

することを目的とする情報 

気象の予報等について、警報・注意報に先立って注意を喚起する場合や、 

特別警報・警報・注意報が発表された後の経過や予想、防災上の注意を 

解説する場合等に発表される。 

・国土交通省が、水防管理団た

る市に対し、水防計画作成時に

留意すべき事項等を記載した

「水防計画作成の手引き

（30.2）」に則り追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気象庁が定める「地域防災計

画への気象庁施策の標準的な

記載例（30.3 改訂版）」に基づ

く修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

(2) 台風に関する気象情報 

(3) 記録的短時間大雨情報 

    府県予報区内で、数年に一度程度しか発生しないような激しい短時間の

大雨を観測（地上の雨量計による観測又は解析（気象レーダーと地上の雨

量計を組み合わせた分析）したときに、府県気象情報の一種として発表さ

れる情報。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 竜巻注意情報 

    積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対し

て注意を呼びかける情報で、雷注意報が発表されている状況下において竜

巻等の激しい突風の発生する可能性が高まった時発表する情報。 

情報の有効期間は、発表から１時間である。 

 

 

(3) 台風に関する気象情報 

(4) 記録的短時間大雨情報 

    府県予報区内で、大雨警報発表中に、数年に一度程度しか発生しないよ

うな猛烈な短時間の大雨を観測（地上の雨量計による観測又は解析（気象

レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分析））したときに、府県気象情

報の一種として発表される情報。 

この情報が発表されたときは、土砂災害や低地の浸水、中小河川の増

水・氾濫といった災害発生につながるような猛烈な雨が降っている状況

であり、実際に災害発生の危険度が高まっている場所については、警報の

「危険度分布」で確認することができる。 

(5) 土砂災害警戒情報 

「大雨警報(土砂災害)」発表中に、大雨による土砂災害発生の危険度が

更に高まったとき、市の避難勧告や住民の自主避難の判断を支援するため

対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、北海道（振興局建

設管理部）と気象庁（札幌管区気象台）から共同で発表される情報。降雨

から予測可能な土砂災害のうち、避難勧告等の災害応急対応が必要な土石

流や集中的に発生する急傾斜地崩壊を対象（技術的に予測が困難である地

すべり等は、土砂災害警戒情報の発表対象外）。 

(6) 竜巻注意情報 

    積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対し

て注意を呼びかける情報で、雷注意報が発表されている状況下において竜

巻等の激しい突風の発生しやすい気象状況になっている時に府県予報区

単位で発表される情報。 

なお、実際に危険度が高まっている場所については竜巻発生確度ナウキ

ャストで確認することができる。また、竜巻の目撃情報が得られた場合に

は、目撃情報があった地域を示し、その周辺で更なる竜巻等の激しい突風

が発生するおそれが非常に高まっている旨を付加した情報が府県予報区

単位で発表される。この情報の有効期間は、発表から１時間である。 

    これらの各種気象情報のうち、次のものを水防活動に利用する。 

ア 台風に関する気象情報 

イ 大雨に関する気象情報 

ウ 記録的短時間大雨情報 

エ その他、水防活動に密接に関連する気象情報 

・気象庁が定める「地域防災計

画への気象庁施策の標準的な

記載例（30.3 改訂版）」に基づ

く修正 



4 

 

 

  

修   正   前 修   正   後 理   由 

３ 土砂災害警戒情報 

   大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、市が避難勧告等を発令

する際の判断や住民の自主避難の参考となるよう、北海道と気象庁が共同で

発表する防災情報。降雨から予測可能な土砂災害のうち、避難勧告等の災害

応急対応が必要な土石流や集中的に発生する急傾斜地崩壊を対象（技術的に

予測が困難である地すべり等は、土砂災害警戒情報の発表対象外）。 

３ 大雨警報・洪水警報の危険度分布等 

大雨警報・洪水警報の危険度分布等の種類は、次のとおりである。 

(1) 土砂災害警戒判定メッシュ情報 

大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で５ｋｍ四

方の領域ごとに５段階に色分けして示す情報。２時間先までの雨量分布及

び土壌雨量指数の予測を用いて常時１０分ごとに更新しており、大雨警報

（土砂災害）や土砂災害警戒情報等が発表されたときに、どこで危険度が

高まるかを面的に確認することができる。 

(2) 大雨警報(浸水害)の危険度分布 

短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で１ｋ

ｍ四方の領域ごとに５段階に色分けして示す情報。１時間先までの表面雨

量指数の予測を用いて常時１０分ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）

等が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することが

できる。 

(3) 洪水警報の危険度分布 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその

他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で河川流路を概

ね１ｋｍごとに５段階に色分けして示す情報。３時間先までの流域雨量指

数の予測を用いて常時１０分ごとに更新しており、洪水警報等が発表され

たときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。 

(4) 流域雨量指数の予測値 

水位周知河川及びその他河川の各河川を対象として、上流域での降雨によ

って、下流の対象地点の洪水危険度がどれだけ高まるかを示した情報。６時

間先までの雨量分布の予測（降水短時間予報等）を取り込んで、流域に降っ

た雨が河川に集まり流れる量を計算して指数化した「流域雨量指数」につい

て、洪水警報等の基準への到達状況に応じて危険度を色分けし時系列で表示

したものを、常時１０分ごとに更新している。 

 

 

 

・気象庁が定める「地域防災計

画への気象庁施策の標準的な

記載例（30.3 改訂版）」に基づ

く修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

４ 水防活動の利用に適合する警報及び予報の伝達 

水防活動の利用に適合する警報及び予報の伝達系統図は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

第 3節 指定河川洪水予報 

２ 洪水予報の種類、危険レベル、水位の名称等 

図表 洪水予報種類 

洪水の危

険ﾚﾍﾞﾙ 

洪水予報の表題 

〔洪水予報種類〕 
水位の名称 市民に求める行動 

レベル５ 
発生情報 

〔洪水警報〕 
（発生） 

逃げ遅れた住民の救助等 

新たに氾濫が及ぶ区域の避難等 

レベル４ 

（危険） 

危険情報 

〔洪水警報〕 
危険水位 市民の避難完了 

レベル３ 

（警戒） 

警戒情報 

〔洪水警報〕 

避難判断水位 

（特別警戒水

位） 

市は避難勧告等の発令を判断 

 

レベル２ 

（注意） 

注意情報 

〔洪水注意報〕 

注意水位 

（警戒水位） 

市は避難準備情報発令を判断 

市民は氾濫に関する情報に注意 

水防団出勤 

レベル１ （発表なし） 水防団待機水位 水防団待機 
 

４ 水防活動の利用に適合する警報及び予報の伝達 

   気象業務法第 15 条の規定により、道は、札幌管区気象台から法第 10 条第 1 項

及び気象業務法第 14 条の２の規定による気象、津波、高潮及び洪水等について

水防活動を必要とする予報及び警報の通知を受けたときは、水防管理者（市長）

に通知する。 

気象官署から発せられる気象予報及び警報等は、道から北海道防災情報システ

ムにより水防管理者（市長）へ通知される。 

水防活動の利用に適合する警報及び予報の伝達系統図は、次のとおりである。 

 

第 3節 指定河川洪水予報 

２ 洪水予報の種類、危険レベル、水位の名称等 

図表 洪水予報種類 

洪水の危

険度ﾚﾍﾞﾙ 

予報文の表題 

〔洪水予報種類〕 
水位の名称 発表基準 市民に求める行動 

レベル５ 
○○川氾濫発生情報 

〔洪水警報〕 
（氾濫発生） 

氾濫の発生 

（レベル５） 
市民の避難完了 

レベル４ 

（危険） 

○○川氾濫危険情報 

〔洪水警報〕 

氾濫危険水位 

(特別警戒水位) 

氾濫危険水位（ﾚ

ﾍﾞﾙ 4）に到達 

市は避難勧告等の発令

を判断 

市民は避難を判断 

レベル３ 

（警戒） 

○○川氾濫警戒情報 

〔洪水警報〕 

避難判断水位 

 

避難判断水位（ﾚ

ﾍﾞﾙ3）に到達し、

さらに水位の上

昇が見込まれる

場合、あるいは

一定時間後に氾

濫危険水位（ﾚﾍﾞ

ﾙ4）に到達する

ことが見込まれ

る場合 

市は避難準備・高齢者

避難開始の発令を判断 

市民は氾濫に関する情

報に注意し避難を判断 

レベル２ 

（注意） 

○○川氾濫注意情報 

〔洪水注意報〕 

氾濫注意水位 

（警戒水位） 

氾濫危険水位（ﾚ

ﾍﾞﾙ2）に到達し、

さらに水位の上

昇が見込まれる

場合 

水防団出勤 

レベル１ （発表なし） 水防団待機水位  水防団待機 
 

・気象庁が定める

「地域防災計画へ

の気象庁施策の標

準的な記載例（30.3

改訂版）」に基づく

修正 

 

 

 

 

・気象庁が定める

「地域防災計画へ

の気象庁施策の標

準的な記載例（30.3

改訂版）」に基づく

修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第 4節 水防警報 

 １ 水防警報 

   北海道開発局札幌開発建設部は、・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 水防警報の種類、内容及び発表基準 

 ３ 水防警報の対象河川 

 ４ 水防警報の伝達 

第 4節 水防警報 

   北海道開発局札幌開発建設部は、・・・・・・ 

 １ 安全確保の原則 

水防警報は、洪水によって災害が発生するおそれがあるとき、水防を行う

必要がある旨を警告するものであるが、危険を伴う水防活動にあたっては、

従事する者の安全の確保が図られるように配慮されたものでなければなら

ない。 

そのため、水防警報の内容においても水防活動に従事する者の安全確保を

念頭において通知するものとする。 

２ 洪水時の河川に関する水防警報 

道（知事）は、国土交通大臣が指定した河川について、水防警報の通知を

受けたとき、又は知事が指定した河川について水防警報をしたときは、市（水

防管理者）に通知する。 

 ３ 水防警報の種類、内容及び発表基準 

 ４ 水防警報の対象河川 

 ５ 水防警報の伝達 

 

 

 

・北海道水防計画との整合に

よる加筆 

 

 

 

 

 

・北海道水防計画との整合に

よる加筆 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第３章 雨量・水位等の通報・公表 

第１節 水位等の通報・公表 

 １ 水位の観測所 

図表 河川水位と危険レベルとの関連図 

 

第３章 雨量・水位等の通報・公表 

第１節 水位等の通報・公表 

 １ 水位の観測所 

図表 河川水位と危険レベルとの関連図 

 

・市が公表してい

る「北広島市防災ガ

イドブック（30.3 発

行）」に掲載してい

る図表に整合 

氾濫危険水位 

氾濫注意水位 

避難判断水位 

計画高水位 

余 裕

水防団待機水位 

レ
ベ
ル
４ 

危
険 

レ
ベ
ル
３ 

警
戒 

レ
ベ
ル
２ 

注
意 

レ
ベ
ル
１ 

避難行動 

避難の目安

になる水位 

水防団が準備する

目安になる水位 

避難を完了 

市は避難勧告などの発令を検

討する段階です。市民は避難を

判断する段階です。 

市は避難準備情報の発令を検

討する段階です。 

市民は氾濫に関する情報に注

意が必要です。水防団は出動す

る段階です。 

水防団が待機する段階です。 

市は巡視のため出動します。 

災対本部設

レ
ベ
ル
５ 

洪
水
発
生 

逃げ遅れた住民の救済等新た

に氾濫が及ぶ区域の市民の避

難誘導 

氾濫が起こ

る可能性が

ある水位 

水防団が

出動する

目安にな

る水位 
堤 

防 

氾濫危険水位 

氾濫注意水位 

避難判断水位 

計画高水位 

余 裕

水防団待機水位 

レ
ベ
ル
４ 

危
険 

レ
ベ
ル
３ 

警
戒 

レ
ベ
ル
２ 

注
意 

レ
ベ
ル
１ 

避難行動 

避難準備・高

齢者等避難

開始発令の

目安になる

水位 

水防団が準備する

目安になる水位 

市は避難勧告・避難指示（緊急）

の発令を判断する段階です。市

民は避難を判断する段階 

市は避難準備・高齢者等避難開

始の発令を判断する段階 

市は避難所を開設 

要配慮者は避難を開始 

市民は氾濫に関する情報に注

意が必要。水防団は出動する段

階 

水防団が待機する段階 

市は巡視のため出動 

災対本部設

レ
ベ
ル
５ 

洪
水
発
生 

住民の避難完了 

逃げ遅れた住民の救済等、新た

に氾濫が及ぶ区域の市民の避

難誘導 氾濫が起こ

る可能性が

ある水位 

避難勧告な

どを発令す

る目安 

水防団が

出動する

目安にな

る水位 
堤 

防 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

 ２ 水位の通報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 障害時の措置 

   道及び北海道開発局は、所管する観測所の水位が次のいずれかに該当し、

回線途絶等の事由により上記ホームページに観測値を掲載できないときは、

「水位等通報系統図」に定める関係機関に通報する。 

通報は電話又は防災行政無線により行うものとし、これにより難いときは

ファクシミリ又は電子メールにより行う。 

 

 

 

 

４ 雨量の通報 

   道は所管する観測所の雨量を国土交通省・・・・・・ 

 

 ５ 障害時の雨量の通報 

  (1) 降雨開始から 24 時間以内に 60mm 以上の降雨があったとき。 

  (2) １時間雨量が 25mm（融雪期 10mm）に達したとき。 

 ６ 水位等通報系統図 

２ 水位の通報 

気象庁 

  https://www.jma.go.jp/ 

国土交通省「川の防災情報」 

  https://www.river.go.jp/（ＰＣ版） 

    http://www.river.go.jp/s/（スマートフォン版） 

    http://www.i.river.go.jp/（携帯電話用） 

国土交通省 市町村向け「川の防災情報」 

    https://city.river.go.jp/ 

（注：ID・パスワードにより利用。携帯電話用あり） 

 

３ 障害時の措置 

   道及び北海道開発局は、所管する観測所の水位が、回線途絶等の事由によ

り上記ホームページに観測値を掲載できないときは、同ホームページのお知

らせ画面へ欠測となることを掲載し、「水位等通報系統図」に定める関係機

関に通報する。 

障害等により水位の通報・公表ができない観測所を代替する観測所がある

場合、また、通報・公表の代替手段を確保した場合は併せて関係機関等に周

知する。 

障害等の復旧もしくは通報・公表の代替手段を確保するまでの間、次の各

号のいずれかに該当する時、通報は電話又は防災行政無線により行うものと

し、これにより難いときはファクシミリ又は電子メールにより行う。 

４ 雨量の通報 

  (1) 雨量の通報 

    道は所管する観測所の雨量を国土交通省・・・・・・ 

  (2) 障害時の雨量の通報 

   ア 降雨開始から 24 時間以内に 60mm 以上の降雨があったとき。 

   イ １時間雨量が 25mm（融雪期 10mm）に達したとき。 

 ５ 水位等通報系統図 

・便宜性を考慮し、ホームペー

ジのアドレスを追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・北海道水防計画との整合に

よる修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.river.go.jp/s/
http://www.i.river.go.jp/
https://city.river.go.jp/
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第２節 水防管理者等の情報収集 

 １ 気象警報および予報、雨量・水位情報等の収集 

  (2) 水防管理者又は水防に関係する機関は、水防活動の・・・・・・ 

   ア 市町村向け情報提供 

図表 情報提供先（市町村向け） 

名   称 ホームページアドレス 

国土交通省 

「市町村向け川の防災情

報」 

http://city.river.go.jp/ 

（携帯電話用有り） 

気象庁 

「防災情報提供システ

ム」 

http://bosai.metinfo.go.jp/bousai/login 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 水防管理者等の情報収集 

 １ 気象警報および予報、雨量・水位情報等の収集 

  (2) 水防管理者又は水防に関係する機関は、水防活動の・・・・・・ 

   ア 市町村向け情報提供 

図表 情報提供先（市町村向け） 

名   称 ホームページアドレス 提供情報 

国土交通省 

「市町村向け川の防災

情報」 

(統一河川情報システ

ム) 

https://city.river.go.jp/ 

（携帯電話用有り） 

雨量・水位情報、レーダ

ー、観測情報、水防警

報、洪水予報等 

気象庁 

「防災情報提供システ

ム」 

http://bosai.metinfo.go.jp/bousai/login 

気象情報、解析雨量、警

報級の可能性、気象警報/

注意報、アメダス、レー

ダーナウキャスト(降水・

雷・竜巻)、高解像度降水

ナウキャスト、洪水警報

の危険度分布、大雨警報

（浸水害）の危険度分

布、流域雨量指数の予想

値 等 
 

 

 

 

 

 

・北海道水防計画と

の整合による修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

   イ 一般向け情報提供 

図表 情報提供先（一般向け） 

名   称 ホームページアドレス 

国土交通省 

「川の防災情報」 

http://www.river.go.jp/ 

http://i.river.go.jp/（携帯電話用） 

北海道防災情報 

（防災対策支援システム） 
http://www.bousai-hokkaido.jp/ 

札幌管区気象台ホームペー

ジ 

https://www.jma-net.go.jp/ 

sapporo/ 

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/ 

 

   イ 一般向け情報提供 

図表 情報提供先（一般向け） 

名   称 ホームページアドレス 提供情報 

国土交通省 

「川の防災情報」 

https://www.river.go.jp/ 

http://i.river.go.jp/（携帯電話用） 

雨量・水位情報、レーダー

観測情報、水防警報、洪水

予報等 

北海道防災情報 

（防災対策支援システム） 
http://www.bousai-hokkaido.jp/ 

気象情報、避難情報、道路情

報、河川情報、メール配信サ

ービス 

札幌管区気象台ホームペー

ジ 

https://www.jma-net.go.jp/ 

sapporo/ 

気象情報、解析雨量、警報級

の可能性、気象警報/注意報、

アメダス、レーダーナウキャ

スト（降水・雷・竜巻）、高

解像度降水ナウキャスト、洪

水警報の危険度分布、大雨警

報（浸水害）の危険度分布等 

気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp/ 

気象情報、解析雨量、警報級

の可能性、気象警報/注意報、

アメダス、レーダーナウキャ

スト（降水・雷・竜巻）、洪

水警報の危険度分布、大雨警

報（浸水害）の危険度分布等 
 

 

・北海道水防計画と

の整合による修正 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第７章 水防組織 
 

第７章 水防組織 

第２節 大規模氾濫減災協議会 

 １ 大規模氾濫減災協議会 

(1) 法第 15 条第 9 項の規定により、国土交通大臣は、第 10 条第 2 項又は

第 13 条第 1 項の規定により指定した河川について、想定最大規模降雨に

より当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に資する取組を総合

的かつ一体的に推進する必要な協議を行うための協議会（以下「大規模氾

濫減災協議会」と呼ぶ）を次に掲げる者をもって組織する。 

ア 国土交通大臣 

イ 北海道知事 

ウ 当該河川の存する市の長 

エ 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

オ 当該河川の河川管理者 

カ 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する札幌管区気象台長 

キ 当該河川の存する市町村に隣接する市町村の長、その他国土交通大臣

が必要と認める者 

(2) 大規模氾濫減災協議会において協議が整った事項については、大規模氾

濫減災協議会の構成員は、その協議の結果を尊重しなければならない。 

(3) 大規模氾濫減災協議会の運営に関し必要な事項は、大規模氾濫減災協議

会が定める。 

２ 北海道大規模氾濫減災協議会 

(1) 法第 15 条第 10 項の規定により、北海道知事は、第 11 条第 1 項又は第

13 条第 2 項の規定により指定した河川について、想定最大規模降雨によ

り当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に資する取組を総合

的かつ一体的に推進する必要な協議を行うための協議会（以下「北海道大

規模氾濫減災協議会」と呼ぶ）を次に掲げる者をもって組織する。 

ア 北海道知事 

イ 当該河川の存する市町村の長 

ウ 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

エ 当該河川の河川管理者 

 

・「水防計画作成の手引き」に

則った北海道水防計画の修正

に伴う整合 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

 オ 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する札幌管区気象台長 

カ 当該河川の存する市町村に隣接する市町村の長、その他の北海道知事

が必要と認める者 

(2) 北海道大規模氾濫減災協議会において協議が整った事項については、北

海道大規模氾濫減災協議会の構成員は、その協議の結果を尊重しなければ

ならない。 

(3) 北海道大規模氾濫減災協議会の運営に関し必要な事項は、北海道大規模

氾濫減災協議会が定める。 

・「水防計画作成の手引き」に

則った北海道水防計画の修正

に伴う整合 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第８章 水防活動 

 

 

 

 

 

 

 
 

第４節 避難のための立退き 

 

第５節 決壊通報 

 

第６節 水防解除 

第８章 水防活動 

第４節 緊急通行 

法第 19 条の規定により、水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並

びに市長（水防管理者）から委任を受けた者は、水防上緊急の必要がある場

所に赴くときは、一般交通の用に供しない通路又は公共の用の供しない空地

及び水面を通行することができる。また、水防管理団体は、法第 19 条第 2 項

の規定により、損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補償しなけれ

ばならない。 

 

第５節 避難のための立退き 

 

第６節 決壊通報 

 

第７節 水防解除 

 

・「水防計画作成の手引き」に

則った北海道水防計画の修正

に伴う整合 

 

 

 

 

・第 4 節の新規挿入による説

番号の繰り下げ 
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修   正   前 修   正   後 理   由 

第１５章 浸水想定区域 

第１節 浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水

防止のための措置 

 １ 浸水想定区域の指定 

法第 14 条の規定により、道及び北海道開発局は、洪水予報河川及び水位

周知河川について、河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を浸水想定

区域として指定し、指定の区域及び浸水した場合に想定される水深を公表す

るとともに、関係市町村の長に通知する。 

 ２ 浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水防止のための

措置 

第１５章 浸水想定区域 

第１節 浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水

防止のための措置 

 １ 浸水想定区域の指定 

法第 14 条の規定により、道及び北海道開発局は、洪水予報河川及び水位

周知河川について、河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水

想定区域として指定し、指定の区域及び浸水した場合に想定される水深を公

表するとともに、関係市町村の長に通知する。 

 ２ 洪水浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水防止のた

めの措置 

 

 

 

 

 

・北海道水防計画の修正に伴

う整合 

 

・北海道水防計画の修正に伴

う整合 

 


